
8
河

Ⅱ
日
▽
副
会
頭
会
議
開
催
▽
大
森

会
頭
葬
儀
打
合
せ
会
実
施

四
日
▽
卸
団
地
総
会
開
催

加
日
▽
奈
良
市
国
際
友
好
親
善
委

員
会
総
会
に
出
席
(
小
谷
専

務
理
事
於
奈
良
ホ
テ
ル
)

幻
日
▽
副
会
頭
会
議
開
催

飴
日
▽
第
卯
回
緊
急
常
議
員
会
開

催
(
出
席
二
十
二
名
)

解
日
▽
金
融
審
査
会
実
施

舗
日
マ
建
設
部
会
開
催
▽
卸
団
地

協
議
会
開
催

那
日
ワ
交
通
運
輸
部
会
開
催
▽
当

所
婦
人
会
例
会
開
催
▽
釆
女

ま
つ
り
打
合
せ
会
に
出
席

(
木
戸
次
長
・
於
大
宿
所
)

即
日
ワ
三
府
県
合
同
建
設
部
会
に

出
席
(
深
水
係
員
・
於
京
都

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
)

V
大
森
会
頭
合
同
葬
(
於
県

公
会
堂
)

即
日
▽
第
三
回
選
挙
対
策
委
員
会

開
催
▽
副
会
頭
会
議
開
催
ワ

法
律
相
談
実
施
(
相
談
件
数

一
件
)

(
8
月
1
9
月
)

.
■
●
闇
.
●
●
●
.
●
'
●
:
●
●
●
:
●
:
:
●
:
●
.
■
.
●
.
●
:
.
●
:
●
:
.
■
.
●
:
●
■
●
.

2
日
▽
セ
ー
ル
ス
マ
ン
ス
ク
ー
ル

開
校
▽
就
職
促
進
協
議
会
に

出
席
(
貴
多
本
局
長
・
於
農

飽
会
館
)
▽
税
務
相
談
実
施

(
一
件
)

3
日
ワ
第
能
回
臨
時
議
員
総
会
開

催
(
出
席
六
十
二
名
・
於
奈

良
ホ
テ
ル
別
館
)
▽
選
挙
委

員
会
開
催

6
日
▽
金
融
審
査
会
実
施

7
日
ワ
副
会
頭
会
議
開
催
ワ
当
所

婦
人
会
全
国
大
会
出
席
者
打

合
せ
会
実
施

8
日
▽
景
気
動
向
懇
談
会
開
催
V

当
所
婦
人
会
俳
句
会
開
催
V

指
導
員
研
修
会
に
参
加
(
渡

辺
・
円
城
寺
・
石
田
・
後
藤

各
指
導
員
・
於
大
宇
陀
公
民

館
)
▽
日
商
研
修
に
参
加

(
深
水
指
導
員
・
於
東
京
オ

リ
ン
。
ヒ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
)

9
日
女
子
社
員
研
修
会
開
催
(
二

日
問
)

B
日
▽
包
装
技
術
講
習
会
開
催

N
日
▽
副
会
頭
会
議
開
催
▽
商
工

ま
つ
り
幹
事
会
に
出
席
(
後

藤
指
導
員
)
▽
卸
団
地
正
副

会
長
会
議
開
催

M
日
▽
奈
良
の
観
光
を
学
ぶ
セ
ミ

ナ
ー
開
催
(
出
席
九
十
三

名
)
ワ
税
務
相
談
実
施

Ⅱ
日
▽
第
一
回
故
大
森
会
頭
顕
彰

委
員
会
開
催

)三
口統安1良(

9
月

▽
卸
団
地
正
副
会
長
会
議
開

1
日

)
同
(
年上

」

'

男計

登
W
夾
脚
路

当
所
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ブ
に

『
企
業
を
育
て
地
域
を
の
ば
す
商
工

会
議
所
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す

▼
企
業
が
成
長
t
れ
ば
自
ず
か
ら
地

域
も
発
展
す
る
と
い
う
と
と
で
す

゛
、
、が、
と
れ
に
は
地
域
社
会
の
一
員
で

あ
る
各
々
の
棚
力
も
大
切
な
と
と
で

す
▼
当
所
で
は
と
の
標
語
を
大
前
提

に
事
業
活
動
を
推
進
し
て
お
り
ま
す

が
、
地
域
社
会
と
い
う
大
き
な
視
野

か
ら
み
れ
ぱ
一
人
で
も
多
く
の
方
が

当
所
事
業
運
営
に
参
画
し
て
載
く
こ

と
が
最
良
な
の
は
一
高
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
▼
ま
だ
、
当
所
に
入
会
し
て

太
ら
れ
な
い
方
を
ご
存
知
の
方
は
当

所
ま
で
ビ
一
報
く
だ
さ
い
。
企
業
を

育
て
地
域
を
の
ば
す
た
め
、
皆
様
の

ビ
協
力
を
船
願
い
し
ま
す
。

月

数

χ

巡 7

1

月

足

数

r

6

件

充

介

6

紹

月

月

8

3

卯
一
訊゛

豊

〆
L

盲
、
,

7

五

月

商
工
会
議
所
の
盛
衰
⑦

日
本
商
工
会
議
所
の
設
立
等
に
よ
り
商
工
会
議
所
に

対
す
る
社
会
徐
識
も
一
段
と
深
ま
り
、
運
営
に
対
す

る
政
府
の
保
護
助
成
策
も
強
化
さ
れ
ま
さ
に
空
前
の
盛

況
時
代
が
到
来
し
た
。
し
か
し
、
第
二
次
大
戦
の
開

戦
と
と
も
に
、
わ
が
国
経
済
も
徹
底
的
な
戦
時
統
制
に

進
み
、
商
工
会
議
所
も
統
制
経
済
の
円
滑
な
運
営
に
協

力
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
昭
和
十
八
年
に
は

発
行
所奈

良
市
登
大
路
町

部
番
地
2

奈
良
商
工
会
議
所

編
集
責
任
者

谷
武
芳

」

印
刷
所

奈
良
明
新
社

妹

部

五
十
円

目

゛
]
亀

月

21

、
、
~
・

.
、
■
念
ξ
、
ー

、
界

2
3
4
6

、
.

゛

の

8

月

＼

号

=
卓
、

7

議
所
日

'
ー
ー
}
、
{
{

商
工
経
済
会
法
が
施
行
さ

れ
、
,
業
者
の
自
治
機
関

か
ら
行
政
機
構
の
下
部
機
構

的
な
制
度
に
変
質
し
た
。
こ

れ
に
伴
い
全
国
一
四
四
の
商

工
会
議
所
は
四
十
七
(
冬
都

道
償
単
位
)
の
商
工
経
済

界
に
再
編
成
さ
れ
た
の
で
あ

る
0

9

01

8

一
'
烹
武

、
、
」
、

'
ー
、
'
、

次

7
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奈良会議所ニュース 昭和51年10月10日(毎月1回10日発行)
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当所議員改選(公告〕・・・・・・・

中小企業者に関する国等の契約の方針につぃて
景気動向凋査

」二弓三な糸茎1茸雫舌の衣婁僻乏1奇玉旦一ーーー・ー'・

第5回竹柏句会入選作

臣兇4)、＼^ジ

70

1,85

292

87

3,95

62

催

、イ,シ4iヰ、コ^、
峯」゛゛露;、、、t'ー{ーげ゛

会議所
歴史

28
日

奈良会議所ニュース

奈良

乗客
乗客

商工

経営実務セミナー・ー

事業所訪問・・・・・・・・・'・

求職者情帳

消息

会議所日誌

主要経済指標

●..●.●..●....●.'●.●.●■■●■..■..●...●..●■.●■.゛■.圏.■■......皿..●..●■..■..Ξ.●三.●..●..皿.■●.■.●■...●..●.4.●.弔●.●.●尾●..●.●,●●●.弔●●. 4●●●.'.●.昆●.●,皿.■.曝■●■.●■●.●●●.●●■.■●'●亀●.●.゛.●

倒産状況(県)

昭和51年10月10日(毎月1回10日発行)

み南●聖
(帝国興信所)

件数

前年同月

9億
5,600万円

Ⅱ

乗客数(8月)

5仟
8,500万円

1而1旦

ー-11

・・・・・・・・・・・11

・・・・・・・・・ 12

・・・・・・12

^
^

奈良市消費者物価指数(7月)

3代
フ,000万円

国鉄奈良駅

総<

189.2

三士
則じ

奈良交通名所めぐり

526,489

奈良公園

188.5

0.4

487,292

-0.1

(人)

奈良一法隆
寺一西ノ京

14,127

食料

9.2

(国鉄奈良駅・奈良交通)

フ,583

職業紹介状況(7月)
(学卒、パートを除く)

ーーーー~、^

住居

8.3

194.0

6,021

項目
新規求人者数

(昭和45午=10の

光熱

194.4

181.1

2,667

月間有効求人数

被服

区分

179.9

180.1

月間有効求職数

雑費

194.6

175.8

185.0

(総理府統計局)

192.3

788

2,005

299

864

3,619

537

183.9

10

1,01

162

492

1,916

15

378

990

137

372

1,703

222

対前月比1対前年同月比
上昇率

新規求職数

金額

乗客



全
議
員
き
ま
る

奈
良
商
工
会
議
所
議
員
改
選

先
に
確
定
し
た
三
号
議
員
並
び
に
二
号
議
員
に
加
え
、
と
の
ほ
ど
言
ぢ
議
員

が
確
定
。
と
れ
に
ょ
り
、
第
九
期
の
全
議
員
が
決
ま
っ
た
。
石
ぢ
議
員
の
氏
名

は
左
記
の
公
告
の
と
郭
り
。

公
告
ー
ー

奈
良
商
工
会
議
所
第
九
期
言
ぢ
議
員
の
当
選
者
を
次
の
通
り
公
告
致
し
ま

す
。鶴

福
田
呉
服
店

奈
良
市
今
在
家
町
五
五

浩

司
コ
マ
シ
ン

山
田

グ
餅
飯
殿
町
三
三

臼
井
明
(
光
学
等
計
眼
鏡
院
)

ガ
下
御
門
町
二
五

愉
あ
こ
や
楽
器
店
中
塚
瓢
夫

グ
小
西
町
三
九

需
隆
吉

側
肩
商
店

ガ
餅
飯
殿
町
三
0

住
井
恒
雄
(
セ
イ
コ
ー
堂
時
計
店
)

力
学
園
町
北
一
丁
目
九
の
二

愉
末
広
隆
洋
服
店
末
広
隆

ガ
下
三
条
町
-
0

脚
近
鉄
百
貨
店
奈
良
店

ガ
高
天
町
三
八
の
三

コ
テ
ラ
上
川
側

上
川
雅
庸

ガ
南
京
終
町
-
ー
-
ハ
ー
ー
ニ

側
山
中
工
務
店

山
中
新
平

グ
西
木
辻
町
二
二
四
の
四

大
和
証
券
鮒
奈
良
支
店

山
岡
一
光

奈
良
商
工
会
議
所
選
挙
委
員
会

(
敬
称
略
受
付
順
)

グ
尼
ケ
辻
町
七
三
八符

阪
清
一

鮒
大
和
商
事
社

ガ
勝
南
院
町
三

将
桷
良
(
徳
村
商
店
)

グ
大
森
町
二
四

大
阪
瓦
斯
鵠
奈
良
支
社

吉
野
正
人

ク
高
天
町
四
八
の
一

奈
良
相
互
運
送
脚
八
田
栄
二
郎

グ
窪
之
庄
町
四
七

奈
良
三
菱
自
動
車
販
売
娩

ひ
か
り
装
飾
鮒

安
井
正
市

ガ
西
寺
林
町
二

奈
良
ヤ
ク
ル
ト
働
家
入
三
郎

ガ
田
中
町
字
食
田
三
五
一
の
一

側
太
陽
神
戸
銀
行
西
大
寺
支
店

広
田
悦
次

グ
西
大
寺
東
町
二
丁
目
一
の
五
六

奈
良
グ
ィ
ハ
ツ
鵠
海
保
勝
雄

、ノ

ガ
南
烹
町
一
.
丁
目
二
七
五

睦
興
業
側

石
谷
昌
生

ク
三
条
町
三
二
0

側
旅
館
奈
良
白
鹿
荘
舟
戸
武
史

グ
花
芝
町
四

佛
旭
倉
庫
奈
良
営
業
所

ガ
学
園
北
二
丁
目
四
の
一

奈
良
油
脂
工
業
鮒
杉
本
小
三
郎

ガ
神
殿
町
六
六
七
の
一

側
平
井
真
美
館

平
井

龍

グ
西
木
辻
町
五
九

萩
原
正
一

働
萩
原
酒
店

ク
北
京
終
町
ニ
ハ

鮒
赤
膚
山
一
張

{
吉
三

グ
五
条
町
-
0
四
九

長
岡
士
建
水
道
側
長
岡
末
光

ガ
法
蓮
町
九
二
六

鵠
材
辰

吉
田
勝
彦

ガ
肘
塚
町
八

鵠
奥
村
組
奈
良
営
業
所

グ
西
大
寺
束
町
一

側
南
都
水
産

グ
南
京
終
町
五
三

木
玉
品
騰

ク
南
京
終
町
三
二
五
四
二
上

鍛
治
義
郎

鵠
鍛
治
商
店

グ
雑
司
町
四
三
三
の
一

倫
会
計
士
、
税
理
士
中
嶌
良
次

(
中
嶌
良
盗
務
所
)

ガ
大
宮
町
六
丁
目
三
七
二

和
光
証
券
鵠
奈
良
支
店

前
田
禹
夫

テ
目
四
の
一

川
井
徳
蔵

.

ク
東
向
中
町
四

働
稔
和
農
園

辰
己
昌
介

一
丁
目
四

ガ
三
条
通
り

樹
川
合
商
店

川
合

弘

ガ
中
辻
町

テ
ィ
チ
ク
脚

南
口
需

グ
南
別
塚
町
一
四
八

盟
述
堂

松
井
茂
雄

ガ
杉
ケ
町
三
九
の
一

閥
誕
相
互
銀
行
奈
良
支
店笠原

保
雄

木
下
尊
弘

3

.

三

米
田
瑛

ク
高
天
町
四
八(森

田
ビ
ル
五
階
)

住
友
信
誤
行
味
奈
良
西
大
寺
支
店

.

中
小
企
業
者
に
関
す
る

国
等
の
契
約
の
方
針
に
つ

中
小
<
塗
者
に
対
す
る
官
倫
の

受
鴛
会
の
増
大
を
図
る
た
め
「
官

公
建
つ
い
て
の
中
小
企
業
者
の
受

注
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」
第
四
条

の
規
定
に
基
っ
き
、
毎
年
「
中
小

余
老
に
関
す
る
国
等
の
契
約
の
方

針
」
を
定
め
、
公
表
す
る
と
と
と
し

て
お
り
ま
す
が
、
五
十
一
年
度
の
方

針
が
七
乃
二
十
日
閣
議
決
定
さ
れ
、

公
表
さ
れ
ま
し
た
の
で
説
明
し
ま

福
岡
一
男

ガ
西
大
寺
東
町
二
丁
旦
 
1
五
0

鮒
日
本
交
零
社
奈
良
支
店 福

本
正
俊

0
 
下
三
条
町
五
一

側
森
本
家
具

森
本
義
治

ガ
ニ
条
町
一
丁
目
一
の
九

草
竹
コ
ン
ク
リ
ー
ト
エ
業
鮒

草
竹
信
一

ガ
南
京
終
町
四
丁
目
二
四
七

鍵
谷
巌

ノ

ガ
西
御
門
町
二
八
番
地

第
一
生
命
保
険
(
相
)
奈
良
支
社

坂
入
淑
雄

清
水
宗
一
(
日
盛
舎
新
器
)

ガ
鉤
振
町
八

日
本
玉
測
量
脚
奈
良
支
社山

本
善
吉

ク
ニ
条
町
三
丁
旦
番
盲
ぢ

疋
田
薫

疋
田
胸

ク
大
宮
町
三
丁
旦
一
番
三
六
号

山
賢
工
業
働

山
口
賢
治

タ
三
条
本
町
三
番
二
六
号

谷
井
興
業
側

谷
井
秀
雄

ガ
角
振
新
屋
町
三

店

千
五
百
二
十
億
円
、
公
社
・
公

団
等
が
約
一
兆
一
千
八
百
三
十
億
円

K,

と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
謹
と

し
て
は
、
指
名
競
争
に
お
け
る
指
名

か
ら
入
札
ま
で
の
準
備
期
問
を
確
保

t
る
よ
う
努
力
t
る
と
い
う
項
目
を

新
た
に
加
え
る
と
と
も
に
、
従
来
か

ら
の
措
置
。

⑦
中
小
企
業
官
公
需
特
定
品
目

(
織
物
、
外
衣
、
下
着
類
そ
の
他
の

繊
維
製
品
、
家
具
、
機
械
t
き
和

紙
、
印
刷
、
潤
滑
油
及
び
事
務
用

品
)
の
発
注
計
画
の
情
報
の
提
供

@
指
名
競
争
契
約
に
船
け
る
同
一

資
格
等
級
区
分
内
の
者
に
ょ
る
競
争

の
確
保

6
中
小
工
事
や
中
小
企
鞭
製
品

の
指
名
競
争
契
約
に
お
け
る
業
者
の

指
名
に
当
っ
て
は
、
中
小
企
業
者
を

選
ぶ
こ
と
に
つ
い
て
の
配
慮

@
中
小
企
業
者
の
事
業
協
同
組
合

等
に
対
す
る
受
注
機
会
の
増
大
を
図

る
こ
と

@
数
量
面
又
は
工
程
面
等
を
十
分

検
討
し
、
可
能
な
限
り
分
割
発
注
を

行
う
よ
う
に
努
め
る
こ
と

6
地
方
支
分
部
局
限
り
で
、
発
注

が
出
来
る
契
約
の
限
度
額
を
引
上
げ

方
針
は
、
中
小
企
業
向
け
の
契
約

目
標
誓
、
こ
れ
を
謡
t
る
た
め

の
措
置
の
二
部
に
分
か
れ
て
お
り
ま

角
振
町
一
八

て

①
中
小
傘
向
け
の
希
目
標
と
し

て
は
、
総
額
で
約
二
兆
三
千
三
百
五

十
億
円
(
五
十
年
度
尖
頴
比
一
五
.

六
%
増
)
官
公
需
総
予
算
額
は
六
兆

八
千
六
百
八
十
雇
円
(
五
十
年
度

実
整
-
 
0
 
・
七
%
増
)
と
な
っ
て

い
ま
す
。
最
近
の
官
公
需
絵
に
占

め
る
中
小
璽
者
へ
の
発
注
額
割
合

の
実
績
は
昭
和
四
十
八
年
度
二
七

七
%
、
昭
和
四
十
九
年
度
三
0
 
・
三

%
、
昭
和
五
十
年
度
三
二
・
六
%
と

上
昇
し
て
お
り
、
五
十
一
年
度
の
目

標
は
三
四
%
と
な
っ
て
お
り
ま
t
。

な
船
、
国
等
の
内
訳
は
、
国
が
約
一

る
と
と
に
ょ
る
地
元
中
小
余
者
へ

の
発
注
機
会
の
増
大
を
図
る
こ
と

①
国
等
の
地
方
支
分
部
局
等
は
、

官
公
需
確
保
対
策
地
方
推
進
協
議
会

の
運
営
等
に
ょ
り
地
方
の
実
情
に
即

し
て
中
小
企
業
者
の
受
注
桜
会
の
増

大
を
図
る
こ
と
。

な
ど
と
合
わ
せ
て
、
中
小
企
業
岩

の
受
洗
機
会
の
増
大
を
図
っ
て
い
く

と
と
と
し
て
い
ま
す
。

以
上
が
、
五
十
一
年
度
の
中
小
企

業
者
に
関
す
る
国
等
の
契
約
の
方
針

で
す
が
、
官
公
重
受
注
t
る
た
め

の
手
続
き
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
き

ま
t
。手

、
各
省
庁
等
の
調
達
桜
関

(
こ
れ
は
会
計
を
担
当
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
)
で
は
、
毎
年
一
月
ー
ニ

月
頃
、
翌
年
度
の
調
逹
桜
関
で
行
う

競
争
参
加
資
格
審
査
の
得
書
の
受

菓
各

ハ

2

f
、 ノ

m
ト

付
を
し
ま
す
。
と
の
申
葉
目
を
提
出

し
ま
せ
ん
と
、
翌
年
度
の
官
公
需
に

つ
い
て
は
、
妥
注
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

資
格
審
査
申
里
を
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
と
、
羽
磯
関
は
、
申

請
者
が
破
産
者
等
で
契
約
に
参
加
さ

せ
る
と
と
が
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い

る
老
、
過
去
に
官
倫
器
の
履
行

に
当
り
不
正
な
行
為
を
し
た
等
の
た

め
に
契
約
に
参
加
さ
せ
る
と
と
が
で

き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
老
、
過
去
に

官
公
需
契
約
の
履
行
に
当
り
不
正
な

行
為
を
し
た
等
の
た
め
に
希
に
参

加
き
せ
る
と
と
が
で
き
な
い
と
さ
れ

て
い
る
者
を
除
き
、
資
格
岩
名
籬
に

登
録
さ
れ
て
、
取
得
資
格
の
区
分
に

応
じ
た
官
公
需
の
競
争
入
札
に
参
加

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

小
松
正
宰

j

西
原

と
き
十
月
十
四
日
(
木
)

午
後
一
時
半
か
ら
四
時
半
ま
で

と
こ
ろ
当
所
五
階
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
『
会
社
二
代
目
引
継
ぎ
の

九
め
の
税
務
対
策
』

講
師
公
認
会
計
士
中
嶌
良
次
氏

広
く
関
係
者
各
位
の
ご
来
場
を
歓
迎
し
ま
す
。

な
お
定
員
(
五
十
名
)
に
な
り
次
第
締
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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回
復
効
果
は
鈍

利
益
い
ま
ひ
と
つ

景
気
動
向
調
査

回
復
効
果
は
鈍
く
利
益
は
い
ま
ひ
と
つ
ー
。
当
所
で
は
、
奈
良
市
内
の
景

気
動
向
を
把
握
す
る
目
的
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
、
と
の
捻
ど
、
同
調
査

結
果
に
基
づ
き
、
各
業
界
か
ら
代
表
者
を
招
き
景
気
動
向
に
関
し
た
懇
談
会
を

開
催
し
た
。

業
界
代
表
に
ょ
る
意
見
発
表
は
次

の
と
お
り

【
小
売
業
界
〕

新
店
舗
開
発
等
に
ょ
り
二
C
%
の

売
上
高
の
伸
び
を
目
標
に
し
て
き
た

が
ス
ー
パ
ー
の
進
出
、
若
年
層
の
商

0
、ノ

品
動
向
の
変
化
及
び
企
業
間
競
争
の

激
化
等
に
て
現
状
は
今
な
お
厳
し

(
鈴
木
恒
夫
・
側
鈴
木
社
長
)

、
0

し【
百
貨
店
業
界
】

売
上
高
の
仲
び
率
は
-
0
%
以
下

で
全
般
的
に
低
調
で
あ
る
。
た
だ
婦

人
も
の
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
み
が
好

況
を
呈
し
て
い
る
。
(
前
田
禹
夫
・

佛
近
鉄
百
貨
店
奈
良
店
店
長
)

【
卸
売
業
界
」

業
界
は
石
油
シ
,
ツ
ク
以
来
厳
し

く
、
し
か
も
最
近
大
阪
の
業
者
の
進

出
及
び
大
手
ス
ー
バ
ー
の
進
出
等
か

ら
近
来
に
な
い
厳
し
さ
を
呈
し
て
い

る
。
そ
の
対
応
策
と
し
て
設
備
近
代

体
質
改
善
の
方
向
に
移
行
し
て

ヒ
、イい

か
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
し

4

月
月

ケ
ケ

捻
ぽ
昨
年
と
同
様
に
推
移
し
て
い

る
。
若
干
行
事
等
に
ょ
り
伸
び
は
あ

つ
た
が
、
相
変
わ
ら
ず
観
光
客
の
財

布
は
か
た
い
。
観
光
客
は
日
帰
り
が

低
と
ん
ど
で
、
し
か
も
あ
ま
り
買
い

も
の
を
し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。
今
後
は
士
産
品
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
及
び
魅
力
あ
る
都
市
へ
と
発
展
し

て
い
か
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
(
松
岡
泰

夫
・
妹
菊
一
文
珠
四
郎
包
永
)

【
製
墨
業
界
]

好
不
況
に
ょ
ら
ず
順
調
に
推
移
し

て
き
た
が
墨
自
体
が
固
体
か
ら
液
体

に
変
化
し
た
と
と
か
ら
そ
の
原
料
が

石
油
に
依
存
し
、
石
油
シ
,
ツ
ク
以

後
、
原
材
料
の
高
騰
、
人
件
貧
の
ア

ツ
プ
及
び
ス
ー
バ
ー
の
爰
売
り
等
で

厳
し
い
状
態
に
あ
る
。
今
後
需
要
拡

て
も
生
駒
の
山
は
低
く
な
っ
た
感
じ

が
す
る
。
(
中
谷
安
治
ι
殊
中
谷
玉

水
堂
社
長
)

【
印
刷
業
界
]

業
界
は
捻
と
ん
ど
が
中
小
雰
細
企

業
で
あ
る
が
、
従
来
ま
で
好
不
況
に

か
か
わ
ら
ず
順
調
に
推
移
し
て
き
た

も
の
の
石
油
シ
.
ツ
ク
以
来
、
相
当

厳
し
い
感
が
あ
る
。
今
後
は
体
質
改

善
、
構
造
改
善
及
び
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ

ス
制
等
を
は
か
り
、
よ
り
付
加
価
値

生
産
性
の
高
い
も
の
へ
移
行
し
て
ゆ

き
た
い
。
(
乾
太
郎
」
朗
奈
良
明
新

社
社
長
)

【
繊
維
・
蚊
帳
業
界
]

慢
性
不
況
で
器
過
剰
・
供
給
過

剰
・
過
剰
雇
用
に
悩
み
、
価
格
低
下

と
借
入
金
の
過
大
で
今
な
お
経
営
状

態
は
厳
し
く
、
今
後
自
助
努
力
、
発

想
の
転
換
等
に
ょ
り
合
理
化
を
一
層

進
め
た
い
。
(
植
田
喜
三
郎
・
植
田

蚊
帳
脚
社
長
)

【
土
産
品
業
界
]

大
に
全
力
を
尽
し
た
い
。
(
松
井
茂

雄
1
側
墨
運
堂
社
長
)

【
建
設
業
界
]

列
島
改
造
の
士
地
ブ
ー
ム
の
反
動

が
大
き
く
作
用
し
て
い
る
も
の
の
、

社
会
投
資
等
に
ょ
り
現
況
は
器
状

態
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か

し
、
今
後
新
価
格
体
系
へ
の
移
行
等

の
よ
う
な
価
格
構
造
が
ど
の
よ
う

に
推
移
す
る
か
に
大
き
な
感
心
が

あ
る
。
(
尾
田
利
-
 
1
騰
尾
田
組
社

長
)【

運
輸
業
界
」

国
内
で
は
輸
出
等
に
ょ
り
業
界
は

好
況
を
呈
、
し
て
い
る
か
、
当
市
で
は

あ
ま
0
関
係
な
く
新
規
販
裂
口
数
は

伸
び
悩
ん
で
い
る
。
(
菊
池
久
武
・

奈
良
ト
ヨ
タ
自
動
車
朕
)

イ
＼

三
%
、
「
減
少
」
-
 
0
 
・
九
%
(
B

S
1
 
・
三
・
 
0
)
で
全
体
的
に
み

て
着
実
に
伸
び
て
い
る
。
業
種
別
で

は
巌
と
ん
ど
の
部
門
の
増
加
が
減
少

を
上
ま
わ
り
、
そ
の
中
で
も
繊
維
.

印
刷
等
各
業
種
が
高
率
を
示
し
、
反

面
、
食
料
口
加
、
機
械
金
属
、
筆
墨
等

の
各
業
種
で
は
、
そ
の
率
は
低
く
、

在
庫
及
び
消
費
状
況
か
ら
急
激
な
増

加
が
み
ら
れ
な
い
の
は
当
然
と
思
わ

れ
る
。単価

に
つ
い
て
は
、
三
八
・
三
%

が
値
上
り
し
た
と
答
え
て
お
り
、
'

一

下
り
し
た
と
答
え
た
の
は
、
わ
ず
か

に
三
・
九
%
に
す
ぎ
ず
、
原
材
料
コ

ス
ト
ア
ッ
プ
の
反
動
が
仕
入
単
価
に

郷
い
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

▽
現
況
に
つ
い
て

在
庫
に
つ
い
て
は
、
七
七
・
三
%

が
適
正
と
答
え
て
お
り
、
順
調
に
在

庫
調
整
が
す
t
ん
で
い
る
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、
二
0
 
・
四
%
が
過
剰

と
答
え
て
お
り
、
そ
の
高
い
順
に
示

t
と
蚊
帳
・
笛
T
食
料
品
・
繊
維

の
各
業
種
及
び
卸
売
業
が
高
率
を
示

し
、
業
種
間
で
大
き
な
格
差
が
み
ら

れ
る
。雇

用
人
員
に
つ
い
て
は
、
六
六
.

四
%
が
適
正
と
答
え
て
い
る
。
過
剰

は
、
わ
ず
か
に
八
・
六
%
で
あ
る
。

し
か
し
不
足
が
二
五
%
と
か
な
り
高

率
を
示
し
、
そ
の
高
い
順
は
印
刷
.

筆
墨
・
繊
維
・
士
産
品
小
売
及
び
小

売
各
業
種
と
続
き
、
伝
統
産
業
・
中

調
査
結
果

▽
生
産
・
売
上
高
(
製
(
商
)
品
)

今
年
六
月
現
在
に
太
け
る
奈
良
市

の
生
産
・
売
上
高
状
況
は
、
昨
年
同

月
と
比
較
し
て
「
増
加
」
三
五
・
九

%
、
「
横
ば
い
」
五
丁
六
%
、

「
減
少
」
一
二
・
五
%
(
※
B
 
・
 
S

1
景
気
観
二
・
七
)
で
三
割
強

.が
増
加
し
た
と
回
答
し
て
船
り
、
昨

年
同
月
よ
り
順
調
に
増
加
し
て
い
る

、
の
と
思
わ
れ
る
。
業
種
別
で
は
印

調
査
時
点
・
昭
和
罰
年
6
月
現
在

対
象
・
奈
良
市
内
事
業
所

業
界
三
六
0
社

回
答
率
・
三
五
・
六
%

じ(

小
零
細
企
業
の
人
手
不
足
が
目
立
っ

て
い
る
。

設
備
に
つ
い
て
は
、
六
七
・
ニ
%

が
適
正
と
答
え
て
い
る
。
過
剰
は
、

わ
ず
か
五
・
五
%
で
あ
る
。
し
か
し

不
足
し
て
い
る
と
答
え
た
の
は
二
七

三
%
で
予
想
外
に
目
立
ち
、
そ
の

.高
い
順
K
示
す
と
旅
館
・
筆
墨
・
機

械
金
属
・
印
刷
と
な
っ
て
い
る
。

▽
決
済
条
件

売
掛
金
回
収
状
況
に
つ
い
て
は
、

七
八
・
一
%
が
「
横
ば
い
」
と
答
え

て
お
り
、
景
気
変
動
に
関
係
な
く

推
移
し
て
い
る
。
が

「
売
掛
金
な

、

し
」
六
・
三
%
(
主
に
士
産
品
小
売

小
売
業
)
は
特
徴
的
で
あ
る
。

手
形
サ
イ
ト
で
は
、
「
横
ば
い
」

が
五
五
・
万
影
で
緑
緑
通
常
に
展

開
さ
れ
て
い
る
。
ま
だ
、
「
手
形
な

し
」
が
三
二
・
ハ
グ
,
あ
る
。
(
主
に

旅
館
士
産
品
小
売
・
印
刷
・
小
売
.

食
料
品
)

▽
資
金
繰
り

企
業
の
資
金
繰
り
に
つ
い
て
は
、

「
横
ば
い
」
七
八
・
一
%
、
「
好

転
」
一
四
・
一
%
、
「
減
少
」
七
.

ハ
%
で
売
掛
金
回
収
・
手
形
サ
イ
ト

金
融
動
向
か
ら
も
変
動
な
く
推
移

.し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

▽
営
業
利
益

営
業
利
益
に
つ
い
て
は
、
「
増

加
」
一
八
・
ハ
%
、
「
横
ば
い
」
石

一
・
六
%
、
「
減
少
」
二
九
・
六
%

と
そ
れ
ぞ
れ
答
え
て
お
り
、
「
減

行
作

画
あ
り
」
が
ニ
ハ
・
九
%
と
な
っ
て

お
り
、
 
B
S
1
で
も
マ
イ
ナ
ス
状
態

(
マ
イ
ナ
ス
一
八
・
四
)
で
、
叫
璽

利
益
率
・
成
長
率
等
か
ら
設
獲
資

の
急
激
な
変
化
は
み
ら
れ
な
い
と
思

わ
れ
る
。

V
経
営
の
努
力
目
標
及
ぴ
経
営
上
の

関
心
事

経
営
の
努
力
目
標
と
し
て
は
「
販

路
、
受
注
の
拡
張
」
が
七
七
・
ハ
%

と
大
半
を
占
め
、
依
然
と
し
て
長
期

不
況
に
ょ
る
影
響
の
問
題
を
指
摘
し

て
い
る
。
続
い
て
、
「
新
製
品
の
開

発
」
一
七
・
一
劣
、
「
業
種
転
換
」

五
・
一
%
と
な
っ
て
い
る
。

経
営
上
の
関
心
事
と
し
て
は
、

「
物
価
値
上
り
」
が
七
二
・
六
%
と

大
半
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
新

価
格
体
系
へ
の
移
行
か
ら
コ
ス
ト
高

が
強
ま
る
と
と
、
ま
た
物
価
上
昇
が

消
費
に
大
き
く
影
響
を
与
え
、
実
質

消
費
支
出
の
減
少
を
も
た
ら
t
懸
念

が
強
い
と
と
か
ら
、
と
の
よ
う
に
物

価
闇
題
に
大
き
な
関
心
が
あ
る
も
の

と
み
ら
れ
る
。
続
い
て
「
求
人
動

向
」
一
八
・
九
%
、
「
金
融
動
向
」

ハ
・
五
%
と
な
っ
て
い
る
。

一

店
店

本
支

刷
・
繊
維
・
筆
墨
及
び
卸
売
な
ど
の

」業
種
が
高
率
を
示
し
製
造
部
門
よ
り

卸
・
小
売
等
の
流
通
部
門
の
方
が

高
率
を
示
し
て
い
る
。
 
B
・
S
・
ー

(
景
気
棚
)
で
も
全
般
的
K
強
気
の

姿
勢
が
み
ら
れ
る
が
、
食
料
品
・
蚊

帳
で
は
マ
イ
ナ
ス
下
に
あ
る
。

▽
仕
入
高
(
商
品
叉
は
原
材
料
)

仕
入
状
況
に
つ
い
て
は
、
「
増
加
」

一
そ
一
・
ハ
%
、
「
横
ぱ
い
」
五
六
.

/

▽
向
こ
う
六
ケ
月
間
の
設
備
投
資
計

画回
答
企
業
の
設
備
投
資
状
況
に
つ

い
て
は
、
「
計
画
な
し
」
六
五
・
六

%
、
「
着
工
中
」
五
・
五
%
、
「
計

※
B
S
1
と
は
景
気
全
般
の
見
通
し

に
つ
い
て
の
「
強
気
」
あ
る
い
は

「
弱
気
」
の
度
<
デ
ざ
木
す
。
プ
ラ

ス
な
ら
強
気
・
楽
観
売
長
,
し
、

マ
イ
ナ
ス
な
ら
弱
気
・
悲
観
と
い

う
と
と
で
あ
る
。

簿
記

少
」
が
「
増
加
」
を
上
ま
わ
り
、
か

な
り
厳
し
い
状
況
を
呈
し
て
い
る
。

B
S
1
 
(
景
気
観
)
で
も
マ
イ
ナ
ス

五
・
四
で
、
繊
維
・
小
売
・
印
刷
を

除
い
て
ゼ
ロ
ラ
イ
ン
を
下
ま
わ
り
、

販
売
力
不
振
・
仕
入
単
価
ア
ッ
プ

諸
経
費
ア
ッ
プ
等
か
ら
先
行
観
は
か

な
り
厳
し
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
業

種
別
で
は
印
刷
・
繊
維
・
小
売
及
び

蚊
帳
の
各
業
種
が
高
率
を
示
し
、
逆

に
建
設
・
士
産
品
小
売
・
食
料
品
.

卸
売
の
業
種
が
低
く
な
っ
て
い
る
。

マ
向
こ
う
六
力
月
間
の
業
況
の
見
通

し向
こ
う
六
力
月
問
の
業
況
の
見
通

し
に
つ
い
て
は
、
「
好
転
す
る
」
三

0
 
・
五
%
、
「
横
ば
い
」
五
五
・
五

%
、
「
悪
化
す
る
」
一
四
%
と
答
え

て
お
り
、
先
行
き
見
通
し
は
明
る
い

も
の
と
み
ら
れ
る
。
 
B
S
1
 
合
京
気

観
)
で
も
八
・
三
と
か
な
り
強
気
の

姿
勢
が
う
か
が
わ
れ
る
。
業
種
別
に

み
る
と
、
「
好
転
」
が
五
号
を
超

え
て
い
る
業
種
は
、
機
械
金
融
、
運

輸
及
び
小
売
各
業
種
で
、
「
悪
化
」

「
好
転
」
を
越
え
た
業
種
は
、
食

が料
品
・
士
産
品
小
売
と
な
っ
て
い

る
。

会
計
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企業と家庭に奉仕する

し、
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上
手
な
経
営
者

の
健
康
管
理

J
1
S
が
日
本
工
業
規
格
で
あ
る

こ
と
は
、
お
よ
そ
実
業
也
た
ず
き
わ

る
人
な
ら
誰
で
も
知
っ
て
い
る
。
つ

ま
り
規
格
に
合
わ
な
け
れ
ば
、
 
t
べ

て
不
良
品
と
し
て
捨
て
ら
れ
る
と
い

う
と
と
で
あ
る
。

従
来
の
科
学
的
な
医
学
は
、
と
れ

と
同
じ
よ
う
な
考
え
方
を
し
て
、
人

間
の
健
康
と
い
う
も
の
を
規
格
化
し

規
格
外
は
す
べ
て
病
気
(
不
良
邑

と
し
て
捨
て
る
と
と
は
で
き
な
い
で

も
、
治
療
に
ょ
っ
て
合
わ
せ
さ
え
す

れ
ぱ
よ
い
と
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
人
間
そ
れ
自
体
が
規
格

品
で
は
な
い
し
、
そ
の
病
気
の
姿
も

規
格
化
す
る
と
と
は
で
き
な
い
筈
で

あ
る
。
そ
れ
で
は
病
気
と
健
康
と
の

述
い
は
ど
ぅ
理
解
す
る
か
。
例
え
ば

富
士
山
の
一
合
目
か
ら
五
合
目
を
考

え
る
と
、
バ
ス
会
社
は
五
合
目
ま
で

座
っ
た
ま
ま
の
人
を
運
ん
で
し
ま
う

か
ら
平
野
扱
い
に
す
る
だ
ろ
う
し
、

山
の
管
理
人
に
い
わ
せ
れ
ぱ
当
然
一

合
目
か
ら
山
と
い
う
と
と
K
な
る
。

要
す
る
に
、
個
人
の
立
場
か
ら
み
て

多
少
の
体
の
欠
か
ん
が
あ
っ
て
も
、

社
会
活
動
が
で
き
る
な
ら
ぱ
健
康
の

.

.

.

.

一
一
一
、

う
ち
と
い
う
こ
と
,
、
い
え
る
の
で
あ

る
。確

か
に
自
然
科
学
的
な
医
学
の
進

歩
は
、
外
科
手
衞
の
進
歩
、
抗
生
物

質
や
ビ
タ
ミ
ン
類
の
発
見
な
ど
に
ょ

つ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
^
串
^
ぱ
な
お
^
,

と
と
に
成
功
し
、
環
境
術
生
の
喪

は
伝
染
病
を
減
ら
す
と
と
に
成
功
し

て
い
る
。
し
か
し
、
ス
ト
レ
ス
性

(
県
癌
・
胆
の
う
炎
・
高
血
圧
・

肩
桃
腺
炎
・
カ
ゼ
・
白
律
神
経
失
調

症
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
な
ど
)
と
と
に
心
理

的
ス
ト
レ
ス
が
誘
因
に
な
っ
て
起
と

る
疾
患
は
少
し
も
減
ら
な
い
ば
か
り

か
逆
に
増
し
て
い
る
傾
向
さ
え
見
え

る
。
と
れ
は
企
業
に
と
っ
て
も
マ
イ

ナ
ス
の
要
素
に
な
っ
て
い
る
筈
で
あ

る
。今

日
、
科
学
主
義
思
想
が
高
ま
ろ

に
つ
れ
て
、
社
会
桜
枇
は
複
雑
化
、

巨
火
化
し
、
人
間
は
そ
の
中
に
う
一
丁

も
れ
、
個
々
の
人
闇
は
そ
の
存
在
価

値
が
う
す
れ
が
ち
に
な
っ
て
き
た
。

そ
し
て
、
企
業
体
の
中
で
働
く
個
々

の
人
た
ち
は
'
的
意
識
'
を
持

ち
に
く
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
と
の

百
的
瓢
々
を
持
つ
か
持
た
な
い

か
で
ス
ト
レ
ス
に
や
ら
れ
な
い
か
や

ら
れ
る
か
の
違
い
が
生
じ
て
く
る
。

例
え
ぱ
、
厳
寒
の
冬
、
滝
の
下
譯

飛
び
と
ん
で
祈
り
を
さ
さ
げ
る
修
行

僧
は
カ
ゼ
を
引
く
と
と
は
な
い
の
に

反
し
て
健
康
を
ほ
と
る
人
で
も
、
い

や
い
や
滝
の
下
に
引
っ
ぱ
り
と
ま
れ

た
場
合
に
は
カ
ゼ
を
引
い
て
し
ま

う
。
つ
ま
り
、
そ
れ
が
た
と
え
物
理

0
的
ス
ト
レ
ス
に
せ
よ
そ
の
刺
激
に
対

t
る
,
心
的
態
度
"
の
持
ち
方
い

か
ん
に
ょ
っ
て
、
健
祭
害
さ
れ
る

か
、
健
康
増
進
の
手
段
工
な
る
か
の

述
い
が
出
て
く
る
と
と
J
系
t
も
の

で
あ
る
。

こ
と
に
社
会
不
安
と
い
う
心
理
的

ス
ト
レ
ス
刺
激
に
い
た
っ
て
は
、
各

個
人
が
持
つ
心
的
態
度
い
か
ん
に
ょ

つ
て
、
そ
れ
に
負
け
る
か
打
ち
勝
つ

か
の
述
い
が
は
っ
き
り
出
て
く
る
の

は
当
然
な
と
と
で
あ
る
。
ま
し
て
や

,
不
況
"
と
い
う
今
日
の
経
済
環
境

に
お
い
て
は
、
心
理
的
な
ス
ト
レ
ス

刺
激
が
量
的
に
も
六
き
い
し
、
そ
れ

に
対
し
て
目
的
意
識
を
持
つ
こ
と
は

一
屑
重
要
皿
な
る
と
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。

と
の
百
的
寵
"
は
各
個
人
が

探
し
求
め
る
も
の
で
、
企
業
体
は
各

個
人
に
仕
事
を
与
え
る
と
と
が
出
来

る
だ
け
で
、
冬
個
人
は
そ
の
仕
事
の

中
で
,
目
的
意
識
,
を
見
い
出
t
と

と
が
出
来
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

企
業
体
が
出
来
る
こ
と
は
仕
事
を

与
え
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
K
つ
い

て
、
企
業
側
も
個
人
側
も
、
ま
ず
次

の
四
項
目
の
順
を
追
っ
て
、
考
え
、

行
動
す
る
と
と
が
、
科
学
的
な
方
法

な
の
で
あ
る
。

①
ど
ぅ
な
っ
て
い
る
か
?
(
現
状
)

②
ど
ぅ
し
て
か
?
(
原
因
)

③
ど
ぅ
な
る
か
?
(
予
測
)

④
ど
ぅ
す
べ
き
か
?
(
対
策
)

こ
れ
ら
の
①
か
ら
④
ま
で
、
と
り

わ
け
④
が
判
れ
ぱ
、
ス
ト
レ
ス
性
の

病
気
は
起
き
な
い
で
す
む
と
い
う
と

と
に
な
る
。
例
え
ぱ
、
一
万
円
の
借

金
で
も
返
す
方
法
が
判
ら
な
け
れ
ぱ

悩
み
業
ま
り
、
ス
ト
レ
で
病
に
か

か
り
や
す
く
な
る
が
、
一
方
、
一
千

万
円
の
借
金
で
も
十
年
間
で
返
す
と

つ
た
約
束
を
し
た
と
す
れ
ば
、
悩

、しみ
も
し
な
い
し
、
ス
ト
レ
ス
病
に
か

か
り
に
く
い
わ
け
だ
。

そ
れ
で
は
ス
ト
レ
ス
を
避
け
れ
ば

よ
い
で
は
な
い
か
と
い
う
と
と
に
な

る
が
こ
の
社
会
桜
構
の
中
で
ス
ト
レ

ス
を
避
け
よ
う
と
t
る
こ
と
は
、
雨

の
降
る
中
を
歩
い
て
雨
に
ぬ
れ
ま
い

と
す
る
慢
ど
難
し
い
と
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
そ
の
対
処
注
は
各
人

,
目
的
系
,
を
酸
成
す
る
と
と

がで
、
そ
の
結
果
、
ス
ト
レ
ス
が
自

十
と
克
服
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
④
ま
で
判
ら
な
い
場

<
口
1
⑤
ど
ぅ
い
う
こ
と
が
出
来
る
か

?
(
可
能
性
)
の
方
法
が
残
さ
れ
て

い
る
と
れ
は
科
学
の
問
題
で
な
く
、

哲
学
の
問
題
で
あ
る
。
ヘ
レ
ン
・
ケ

ラ
ー
は
ま
さ
に
、
と
の
⑤
の
方
法
を

と
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。

由
旦
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
個
人
と

し
て
は
病
人
(
欠
か
ん
体
)
と
考
え

ら
れ
て
も
、
社
会
的
活
動
が
出
来
れ

ぱ
病
人
で
な
い
と
い
う
と
と
も
い
え

る
し
ま
た
ス
ト
レ
ス
に
や
ら
れ
て
実

一

才
レ
で
グ1ι

む
制
、
カ

山

十

、

「
=

.
九
り
、
門

写
1

十

一

」

丁
ノ
一
"

ノ
]
,

際
に
病
気
K
な
っ
て
し
ま
う
人
が
少

な
く
な
い
今
日
と
の
頃
、
゛
目
的
意

識
"
の
醸
成
こ
そ
ス
ト
レ
ス
に
打
ち

か
つ
最
良
の
方
法
な
の
で
は
あ
る
ま

一

一

.
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し
力

本
融
資
制
度
は
、
奈
良
商
工
会
議
所
の
経
営
指
導
を
受

け
て
経
営
改
善
し
、
事
業
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
お
考
え
の

方
々
に
、
必
要
な
小
口
の
事
業
資
金
を
、
商
工
会
議
所
会

頭
の
謡
で
国
民
金
融
公
庫
よ
り
無
担
保
・
無
保
証
人
で

お
貸
し
す
る
も
の
で
す
。

◎
貸
付
対
象
常
時
雇
用
す
る
従
業
員
の
数
が
、
商
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
で
は
二
人
以
下
、
製
造
業
そ
の
他

で
は
五
人
以
下
の
小
企
業
者
で
あ
る
と
と
。

◎
資
金
使
途
希
資
金
・
運
転
資
金

.

.

◎
貸
付
限
度
額
二
0
0
万
円
以
内
(
運
転
資
金
竺
五

0
万
円
以
内
)

◎
利
率
年
七
・
0
%

.

.

.

.

.

◎
返
済
期
限
設
備
資
金
三
年
以
内
(
六
力
月
据
置
)
、

器
資
金
二
年
以
内

◎
担
保
・
保
証
人
不
要
(
信
用
保
証
協
会
の
保
証
も
い

り
ま
せ
ん
。
)

◎
貸
出
機
関
国
民
金
融
公
庫 (

社
会
保
険
中
央
総
合
病
院

心
身
外
科
部
長
・
医
学
博
士
・

高
島
博
)

'
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第
五
回
竹
柏
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会
入
選
作
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ニ

お
好
み
呉
服

1
奈
良
商
工
会
議
所
婦
人
会
1

山
中
山
木
選

淀
戸

/
じ

奈
良
西
寺
林
商
店
街

合
伽
1
2
3
1
1
脚

0
昼
寝
し
て
そ
の
夜
の
時
間
も
て
あ
ま
す

0
浜
木
綿
の
花
ち
ぎ
れ
と
ぶ
南
風
の
径

0
蒲
の
穂
を
か
つ
ぎ
少
年
河
原
馳
す

0
か
じ
か
鳴
く
流
れ
や
光
足
に
染
み

0
雑
魚
を
追
ふ
少
年
葭
に
見
え
隠
れ

0
撒
水
に
蝉
啼
き
起
ち
ぬ
朝
寵
へ

0
夾
竹
桃
雨
後
の
坂
道
ひ
か
り
け
り

0
う
み
ね
こ
や
真
珠
筏
の
夕
焼
け
て

0
簾
椅
子
に
見
て
朝
の
海
ひ
ろ
び
ろ
と

0
雨
一
過
歯
朶
の
茂
み
に
虫
す
だ
く

0
あ
れ
ほ
ど
の
蝉
今
朝
は
な
し
風
の
音

0
篭
枕
夜
風
う
な
じ
に
通
ひ
け
り
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第97号(第三種郵便物認可)

小企業経営改善資金
小企業者にもっとも有利な融資

奈良会議所ニュース 昭和51年10月10日(毎月1回10日発行)

'Ⅱ" tl ',冒1冒 11、,.明.1"'.".・'1,、...,,1三三"'...11...",111.'"...1, '.Ξ,Ξ ".,.h.E,1"'゛.、、11、.,叫",,"'.."、..,..11」'酬'..、U "1呼,

.゛1,1..、.員1,.'.1""...11ι...,冒ι","..",、....虚',卑.".、●1・,...'111,."."...." 1,1",、.'1よ.....'"1.卓".'1

',..,"""..1 1 1 1 1゛...11・,...1 " 1 」 1 1 ".' 11....," U ,,"..' 1,..,Ξ 1 1 1,1

第97号(第三種郵便物認可)

経営の合理化に

月づきわずかなりース料てトヨタの新車が
利用てきます。お気軽にご相談ください。

1】..,,1111, '1.,,ι1111"

'11 N ",.、ル....Ξ111"...、11J....」1'1●三'...11

顛トヨ牙レユ弓リース奈良1是卿鵬

奈良会議所ニュース

" 1,冒"..、●,

車のご用、うけ九まわります

,.,.....'"、.,..,..Ξ1111...・ 11

必要なとき、必要な場所て、必要な車が、必要な時間だけ
ご利用いただけます。お気軽にお電話ください。

昭和51年10月10日(毎月1 回10日発行)
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奥
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ん
の
収
入
と
税
金

=
:
:
二
冨
.税

の
ぺ
ー
ジ

亀

耳
.
ぞ
貞
、

、
一
一
:
:
.
早
一
一
:
:
二
『
:
:
.
二
毛
:
:
●

二
罫
一
:
:
.
二
一
一
=
一

最
近
で
は
、
パ
ー
ト
で
働
く
主
婦

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

マ
イ
ホ
ー
ム
や
レ
ジ
十
1
資
金
な
ど

の
た
め
だ
け
で
な
く
、
社
会
と
の
触

れ
合
い
、
持
つ
た
め
に
働
く
、
と
い

う
人
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
t
。

と
こ
ろ
で
、
パ
ー
ト
に
ょ
る
収
入

と
税
金
の
関
係
で
す
が
、
年
収
の
一

定
額
を
超
え
る
と
、
夫
の
所
得
か
ら

配
偶
者
控
除
全
六
万
円
)
が
受
け

一

ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
主
婦
自
身
に

税
金
が
か
か
っ
た
り
し
ま
す
。
そ
と

で
、
今
回
は
、
主
婦
と
税
金
に
つ
い

て
簡
単
K
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

配
偶
者
控
除
は
、
配
偶
者
を
扶
養

(
普
通
、
夫
が
妻
を
扶
養
)
し
て
い

る
場
合
に
受
け
ら
れ
る
も
の
で
、
夫

の
所
得
か
ら
二
十
六
万
円
(
昭
和
五

十
一
年
分
)
を
差
引
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
で
も
、
妻
K
 
一
定
額
を
超
え

る
所
得
が
あ
る
と
き
は
、
配
偶
老
控

除
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
t
。

と
の
一
定
額
は
、
所
得
の
種
類
に

よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、
主
婦
の
所
得

が
パ
ー
ト
収
入
霊
臼
通
、
給
与
所
得

で
あ
る
)
だ
け
の
場
合
は
年
収
か
ら

給
与
所
得
控
除
を
差
引
い
た
残
額
が

二
十
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
、
配
偶
者

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
し
て
、
給
与
所
得
控
除
は
、
年
収

が
百
二
十
五
万
円
ま
で
は
一
律
に
五

十
万
円
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
t
か
ら

あ
わ
せ
て
七
十
万
円
ま
で
は
大
丈
夫

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
と
れ
を

月
平
均
に
な
お
す
と
約
五
万
八
千
三

百
円
と
な
り
、
と
の
額
以
下
で
あ
れ

ぱ
、
夫
の
所
得
か
ら
配
偶
者
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

主
婦
の
バ
ー
ト
収
入
が
も
っ
と
多

く
な
り
ま
す
と
夫
の
所
得
か
ら
配
偶

者
控
除
を
受
け
る
と
と
が
で
き
な
く

な
る
だ
け
で
な
く
、
主
婦
自
身
の
バ

ー
ト
収
入
に
税
金
が
か
か
る
と
と
に

な
り
ま
t
。

い
く
ら
ま
で
の
パ
ー
ト
収
入
に
税

金
が
か
か
ら
な
い
か
は
、
ど
ん
な
所

得
控
除
を
受
け
ら
れ
る
か
に
ょ
っ
て

違
い
ま
t
。
普
通
は
、
基
礎
控
除
の

二
十
六
万
円
だ
け
の
場
合
が
多
い
よ

う
で
す
か
ら
、
給
与
所
得
控
除
の
五

十
万
円
を
加
え
た
七
十
六
万
円
ま
で

は
税
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
。
と
れ

は
、
月
平
均
に
な
お
す
と
約
六
万
三

千
三
百
円
に
な
り
、
と
の
額
を
超
え

る
と
税
金
が
か
か
り
ま
す
。

目

経
営
実
務
セ
ミ
ナ
ー

契
難
'
全
社
的
に
徹
底
を

子
入

璋
正

業
穎
向
上
を
め
ぎ
す
に
は
、
や
は

り
販
売
促
進
に
力
を
入
れ
る
と
と
が

大
切
で
し
ょ
う
。
販
売
促
進
の
実
を

あ
げ
る
た
め
の
い
く
つ
か
の
参
考
点

を
あ
げ
検
討
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

全
社
的
に
販
売
促
進
の
重
要
性
を

徹
底
さ
せ
る
・
「
自
分
は
事
務
部
門

だ
か
ら
直
接
売
る
こ
と
に
は
関
係
な

従
っ
て
販
売
促
進
も
そ
れ
妊
ど

、
、

し熱
心
に
や
ら
な
く
て
も
よ
い
の
だ
」

と
い
う
よ
う
な
態
度
で
は
い
け
ま
せ

ん
。
直
接
的
に
販
売
を
担
当
す
る
者

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
全
社
的
に
販

売
促
進
の
重
要
で
あ
る
こ
と
を
よ
く

修
さ
せ
る
と
と
が
大
切
で
し
ょ
う

販
売
促
進
の
目
標
は
適
正
で
あ
る

よ
う
に
・
ま
ず
、
過
去
の
実
栽
に
つ
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一
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r

る

一J
玉

い
て
の
十
分
な
分
析
を
行
い
、
新
ら

し
い
目
標
を
確
立
す
る
よ
う
に
努
め

ま
す
。
そ
し
て
、
販
売
促
進
の
目
標

は
具
体
的
に
数
字
で
あ
ら
わ
さ
れ
て

い
る
と
と
が
肝
要
で
す
。
ば
く
然
と

し
た
も
の
よ
り
も
、
よ
り
適
正
な
目

標
を
だ
て
る
よ
う
に
努
力
し
ま
す
。

競
争
相
手
の
販
売
促
進
を
研
究
す

る
1
同
業
他
社
、
つ
ま
り
競
争
相
手

と
目
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の

販
売
促
進
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
、

ど
の
よ
う
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
か

な
ど
を
出
来
る
だ
け
詳
し
く
調
べ
る

と
と
も
、
自
己
の
販
売
促
進
実
施
の

う
え
で
大
い
に
参
考
に
な
る
で
し
ょ

'

三

生
●

と

ヂ
゛

タ
、

ツ
ー

J

一

貨
ノ

"

ほ
る
・
販
売
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

つ
い
て
は
、
焦
点
を
十
分
に
し
ぽ
る

と
と
が
賢
明
で
t
。
と
れ
と
と
も

に
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
関
連
部
門
の
連

け
い
も
ゆ
る
が
せ
に
で
き
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
は
、
キ
ャ
ン
ペ
】
ン
ビ
と
の

総
括
責
任
者
を
明
確
に
し
て
お
く
と

と
も
大
切
で
す
。

広
告
戦
略
を
密
に
す
る
H
広
告
地

域
広
告
対
象
、
ア
ピ
】
ル
ポ
イ
ン

ト
、
広
告
期
間
な
ど
を
十
分
密
に
検

討
し
、
広
告
を
推
進
す
る
よ
う
に
心

掛
け
ま
す
。
「
戦
略
は
密
な
る
を
も

つ
て
ょ
し
と
す
る
」
と
い
う
と
と
が

い
わ
れ
ま
t
が
、
広
告
戦
略
の
場
合

の
そ
れ
に
も
と
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。適

正
媒
体
を
真
剣
に
検
討
す
る
,

い
ろ
い
ろ
な
広
告
媒
体
が
あ
る
が
、

そ
れ
ら
媒
体
の
特
性
を
知
り
、
主
力

媒
体
に
何
を
つ
か
っ
た
ら
よ
い
か
を

適
正
に
判
断
し
ま
す
。
経
費
は
ど
の

く
ら
い
か
、
ま
た
、
広
告
効
果
は
ど

う
か
な
ど
を
検
討
し
、
総
合
的
に
媒

体
選
び
を
し
ま
t
。
適
正
な
媒
体
と

そ
効
果
を
高
め
る
も
の
で
、
媒
体
研

究
に
つ
い
て
真
剣
に
あ
た
り
ま
t
。

顧
客
管
理
に
妙
を
う
る
・
商
業
圈

の
人
口
、
そ
の
人
口
の
動
き
、
生
活

水
準
、
交
通
利
用
状
況
を
よ
く
把
握

し
、
顧
客
管
理
を
上
手
に
行
う
と
と

が
販
売
促
進
の
一
助
と
も
な
り
ま

t
。
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器会
、

電
電
電

{

の
発
送
先
名
繍
を
栃
t
る
と
と
も

ゆ
る
が
せ
に
で
き
ま
せ
ん
。

経
営
計
画
と
催
物
計
画
に
当
を
得

る
n
長
期
的
な
経
営
ポ
リ
シ
ー
に
も

と
づ
い
だ
催
物
計
画
こ
そ
大
切
で
、

そ
れ
に
は
顧
客
の
生
活
意
識
の
変

需
要
動
向
な
ど
を
よ
く
理
解
す

ヒ
、る

と
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。

そ
の
他
販
売
促
進
の
う
え
で
の

参
考
点
1
販
売
促
進
の
う
え
で
、
顧

客
か
ら
の
情
報
収
集
、
店
頭
訴
求
へ

の
努
力
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
ス

タ
ン
プ
、
プ
レ
ミ
ア
ム
な
ど
の
セ
ー

ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
,
ン
な
ど
に
つ
い

て
も
十
分
に
検
討
し
た
い
も
の
で
す

』
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昭
和
五
十
一
年

賃
金
事
情
調
査
に

こ
協
力
を

県
労
政
課

県
で
は
、
県
内
企
業
に
船
け
る
賃

金
、
そ
の
他
の
労
働
条
件
を
把
握
し

合
理
的
な
賃
金
管
理
お
よ
び
労
使
関

係
の
安
定
を
図
る
基
礎
資
料
と
す
る

目
的
で
賃
金
事
情
調
査
を
実
施
し
ま

す
。同

調
査
は
今
月
一
日
か
ら
十
五
日

の
期
間
に
郵
送
に
ょ
り
実
施
さ
れ
ま

す
の
で
、
訊
査
書
を
受
け
と
ら
れ
た

事
業
所
は
所
定
事
項
を
ビ
記
入
の
う

え
ビ
回
答
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
詳
細
は
県
労
政
課
ま
で
。
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奈良会議所ニュース

奈良のメインストリー Hて面した
場所に位置するにもかかわらず商工
会議所がどとにあるかわからないと
いう声がありましたが、当所ではと
れに対処tるためとのほど表示を施
行しました。
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月曜日法律相談

水曜日経理・税務相談

木曜日特許相談

金曜日金融相談

当所では会員サービスの一環として専門相
談室を設けて船ります。
太気軽にビ利用ください。な船利用される
方は事前(前日可)に当所までビ連絡くださ
い。
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ご婚礼組夜具
応接セット
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外内 国
特許・実用新案・意匠・商標

出願・審判・鑑定・相談・侵害事件・訴訟
(奈良商工会議所中小企業相談所顧問・相談日第3木曜日)ダ

田内外国特許事務所

奈良会議所ニュース
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士 蔦

区内本町橋詰町3大阪
(堺筋本町東へコクサイホテル南50メー

電話大阪(0の 941-0702~0704
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ノレームアクセサリー
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パート収入と所得税

パートの年収
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70万円以下

夫の所得から

配偶者控除が

(_ 70 万円超

76万円以下

受けられる

.,.....

パート収入

に所得税が

76 万円超

受けられない

かからない

"" ル

良心的な価格・正札販売の店
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かからない

暮しに奉仕
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郡山店
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奈良市二条町1丁目1-9
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レ
デ
ィ
ス
ホ
テ
ル
馬
酔
木

男
子
禁
制
の
ホ
テ
ル

奈
良
に
登
場

店
名
の
示
t
通
り
女
性
専
用
の
ホ

テ
ル
が
奈
良
に
お
目
見
え
し
た
。
レ

ス
ト
ラ
ン
チ
ェ
ー
ン
等
多
角
経
挙

知
ら
れ
る
K
K
ひ
ろ
し
や
が
経
営
t

る
レ
デ
ィ
ス
ホ
テ
ル
馬
酔
木
が
そ
れ

で
あ
る
。

ス
.
ト
イ
レ
も
完
備
し
て
い
る

も
う
一
つ
、
女
性
専
用
ホ
テ

ル
の
特
徴
は
男
子
絶
対
禁
制
と

い
う
と
と
。
従
来
は
、
普
通
の

ホ
テ
ル
で
あ
れ
ば
女
性
の
一
人

客
は
、
ま
ず
敬
遠
さ
れ
る
の
が
オ

チ
。
そ
れ
に
引
き
か
え
、
女
性
専
用

ホ
テ
ル
は
、
一
人
旅
の
女
性
で
も
安

心
し
て
、
し
か
も
気
軽
に
泊
ま
れ
る

と
と
ろ
が
キ
ャ
、
ツ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
な

つ
て
い
る
。

現
在
の
利
用
状
況
は
、
オ
ー
プ
ン

し
て
問
が
な
い
た
め
か
ボ
ツ
ボ
ツ
と

咽
横
田
福
栄
堂

五
徳
み
そ
を
使
っ
た

煎
餅
売
り
出
し
中

部
屋
数
は
全
部
で
二
十
七
室
・
ニ

人
・
三
人
・
四
人
の
各
部
屋
に
分
か

れ
て
い
る
。

こ
の
女
性
専
用
ホ
テ
ル
、
京
都
に

四
軒
、
金
沢
に
一
軒
あ
る
そ
う
だ
が

奈
良
で
は
も
ち
ろ
ん
初
め
て
。
女
性

専
用
ホ
テ
ル
の
特
徴
は
、
セ
ル
フ
サ

レノ

ー
ビ
ス
方
式
が
業
界
の
原
則
で
洋
式

の
と
と
ろ
が
多
い
。
馬
酔
木
の
場
合

和
室
を
取
り
入
れ
、
冬
部
屋
に
は
バ

今
や
、
み
そ
作
り
で
有
名
に
な
っ

た
奈
良
市
の
,
五
徳
み
そ
,
、
と
れ

を
原
料
に
し
た
煎
餅
が
売
り
出
さ
れ

た
。
製
造
元
は
、
横
田
福
栄
堂
、

業
三
十
余
を
誇
る
老
舗
で
あ
る
。

ビ
存
知
の
よ
う
に
、
こ
の
五
徳
み

そ
、
手
作
り
の
自
然
食
品
と
い
う
こ

と
で
奈
良
市
の
指
導
に
ょ
り
大
々
的

つ
た
と
こ
ろ
だ
が
、
観
光
シ
ー
ズ

いン
を
迎
え
、
予
約
が
合
い
つ
い
で
い

る
と
の
と
と
。

今
後
の
方
針
は
、
ま
ず
奈
良
を
訪

れ
る
女
性
観
光
客
の
誘
致
が
基
本
目

標
。
ま
た
、
来
春
の
奈
良
女
子
大
の

入
試
受
験
者
の
宿
泊
に
も
、
立
地
条

件
の
良
さ
を
配
し
、
照
準
も
決
ま
っ

て
い
る
、
と
話
す
の
は
フ
ロ
ン
ト
氏
。

観
光
都
市
奈
良
の
新
名
所
と
な
る

日
も
近
い
だ
ろ
う
。
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七
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一
五

そ
の
上
、
と
の
煎
餅
、
手
作

り
が
身
上
と
あ
っ
て
手
問
が
か

か
る
。
と
の
た
め
包
装
シ
ス
テ

ム
に
も
改
良
を
加
え
る
な
ど
、

日
夜
努
力
が
続
け
ら
れ
た
。
と

の
努
力
が
実
っ
て
か
、
今
年
の
二
月

に
開
か
れ
た
第
十
一
回
奈
良
槻
光
士

産
品
推
奨
審
査
会
で
奈
良
市
長
賞
を

受
賞
、
と
の
新
製
品
が
腎
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

今
後
の
方
針
と
し
て
は
、
「
士
産

マ
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べ
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(
写
真
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は
、
こ
の
裁
み
そ
を
原
料
に
し
た

新
製
品
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
手
作

り
の
良
さ
を
生
か
し
た
素
朴
な
風
味

が
身
上
、
現
在
で
は
、
本
家
の
,
五

徳
み
そ
'
と
と
も
に
,
五
徳
み
そ
せ

ん
べ
い
,
も
除
々
に
脚
光
を
浴
び
つ

つ
ぁ
る
。
が
、
何
で
も
新
製
品
の
開

発
に
は
頭
を
痛
め
る
も
の
、
同
店
の

主
人
で
あ
る
横
田
正
雄
さ
ん
は
「
煎

餅
の
型
を
作
る
だ
け
で
二
力
月
程
か

か
り
、
商
品
も
四
、
五
回
失
敗
が
続

き
ま
し
た
よ
」
と
苦
労
話
を
語
る
。
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好
さ
れ
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品
を
開
発
し
て
い

く
と
と
も
に
、
,
五
徳
み
そ
せ
ん
べ

い
,
に
続
く
新
製
品
を
開
発
し
て
ゆ

き
た
い
」
と
話
t
横
田
さ
ん
。

士
産
品
に
も
常
に
新
鮮
な
感
覚
が
要

求
き
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
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